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要旨 2000 年から 2003 年に 5 月から 7 月にかけて，北海道東部の別寒辺牛川支流大別川で 20 種

類の淡水魚類が採集された．トミヨ属淡水型とジュズカケハゼは，調査期間を通して数多く採集された

ことから，大別川付近に定住する優占種であると推察された．それに対して，イトヨ太平洋型，キュウリウ

オやアメマスなどの遡河回遊性魚類は大別川を産卵遡上の際に，一時的に生活の場として利用する

と考えられた．これらのような淡水魚類の出現パターンの差異は，生息する魚類が多様な生活史を有

することを反映していると考えられる．そして，別寒辺牛川の広大な汽水域では，魚類が利用できる多

様な生息場所が維持されており，さまざまな生活史を持つ魚類の生息が可能となっていると考えられ

る． 
 
 
 

はじめに 

 

 かつて日本全国各地で見られた湿地は埋め立てや湿地を流れる河川の護岸などの人為的要因によっ

て近年急速に消失している（日本湿地ネットワーク 1993）．一方で近年，湿地や干潟の重要性に関する

認識が高まり，それらの保全活動に対する関心が高まりつつある（日本湿地ネットワーク 1993）．これに

より，国内では生物多様性国家戦略の策定や自然再生推進法の施行が行なわれ，釧路湿原をはじめ全

国各地で湿地の保全再生事業が実施されるようになった（環境省自然環境局・自然環境共生技術協会 

2004）．これらの自然再生・保全事業の達成にむけて，湿地の生態系を包括的に評価するための基礎

資料の蓄積が必要であるといえよう（鷲谷・矢原 1996）．しかしながら，人為的な影響をすでに受けた湿 
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地が多い現在，自然状態における湿地の知見を集積することは困難であり，知見が乏しいのが現状であ

る． 

北海道東部に位置する厚岸湖・別寒辺牛湿原は 1993 年にラムサール条約に登録された湿地である

（澁谷 2004）．この湿原内を流れる別寒辺牛川には，いくつかの支流が流れ込んでいる．そのうちの一

つで湿原内を流れる大別川ではこれまで，魚類相に関する知見は蓄積されつつあるが（桑原 1997，久

米 2008），その季節的変化や水系間の移動については言及されていない．魚類の移動や季節的出現

パターンから，湿原が持つ生活場所としての機能を明らかにすることは，湿原環境の保全施策の立案や

すでに開発された場所の再生などの際に重要な知見となる．そこで本研究では，多くの淡水魚類の繁殖

期に相当し，その出現パターンが大きく変動する時期であると考えられる春季から夏季において，別寒辺

牛川の支流である大別川に生息する淡水魚類の出現パターンを明らかにすることを目的とした． 

 

 

方法 

 

北海道釧路支庁厚岸町の別寒辺牛川支流大別川で調査を行なった（調査地に関する詳細について

は，Kume et al. 2005 参照）．大別川は，蛇行を繰り返しながら湿地帯を緩やかに流れる流程約 10km，

集水域 38.68km2の河川であり，河口から約 5km上流で別寒辺牛川（流程約 52km）に合流する．大別

川では，上流部で酪農地開発が施されているものの，下流域においては河川改修などによる人為的開

発はほとんど行なわれていない（澁谷 2004） 

本研究では，大別川と別寒辺牛川の合流点から約500m上流（43º5’N, 144º51’E; 川幅約20m, 平

均水深 1m）の大別川に 1 地点の調査定点を設けた．調査地点は，潮汐の影響を受け，その塩分濃度は

0-10psu の間を変動する（Kume et al. 2005）．2000 年から 2003 年の 5 月から 7 月に概ね 1 日おき

に，小型定置網（10×1m，袖 5×1m，開口部 1×1m，網目 2mm）により調査を行なった．採集した個

体については，Nakabo (2002)および Stevenson (2002)に従って種を同定し，計数した後，直ちに放

流した． 

本研究では，一定期間ごとに採集することによって，季節的な出現パターンを明らかにし，加えて，採

集個体数が多かった魚種について，その出現パターンを比較した．なお本調査は，北海道釧路支庁より

特別再捕許可を得て，その規定に基づいて行なわれた． 

 
 
結果 
 

本研究において，大別川では淡水魚類 20 種が採集された（表 1）．そのうち 10 種は，環境省や北海

道のレッドデータブック（北海道, 2001， 環境省, 2003）に掲載されているイトウ Hucho perryi をはじ

めとする希少魚であった（表 1）．これらの魚類を，後藤（1987）に従って生活史型を分類すると，純淡水

魚 3 種，陸封魚 7 種，遡河回遊魚 7 種，両側回遊魚 2 種，および周縁性淡水魚 1 種に分けられた（表

1）． 
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トミヨ属淡水型（freshwater type of 

Pungitius pungitius），およびジュズカ

ケハゼ Gymnogobius castaneus は，

いずれの年も採集個体数が 100 個体を

超え（表 1），さらに調査期間を通して，安

定して採集された（トミヨ属淡水型:平均

75 個体, 範囲 0～1000 個体以上/日，ジ

ュズカケハゼ: 平均 17 個体, 範囲 0～

94 個体/日）．一方，生育の場を河川とす

る両側回遊魚のウキゴリ G. urotaenia 

と汽水域にのみ生息するトミヨ属汽水型 

（brackish water type of P. pungitius） 

は，個体数は少ないものの，調査期間を

通して，安定して採集された（ウキゴリ : 

平均 1 個体, 範囲 0～24 個体/日，トミヨ

属汽水型: 平均 4 個体, 範囲 0～14 個

体/日）． 
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採集個体数が多かった遡河回遊魚で

あるイトヨ太平洋型（Pacific Ocean form 

of Gasterosteus aculeatus）とキュウリウ

オ Osmerus eperlanus mordax，およ

びウグイ類 Tribolodon spp. の出現パ

ターンを比較した．なお，野外においてウ

グ イ  T. hakonensis ， エ ゾ ウ グ イ  T. 

sachalinensis，およびマルタウグイ T. 

brandti の判別が困難であったため，こ

こでは区別せずにウグイ類としてまとめて

扱った．イトヨ太平洋型では 2000～2003

年に，ウグイ類では 2001～2003 年に，

そしてキュウリウオでは 2002 年に採集さ

れ，出現のピークはいずれも 5 月中であ

った．また，出現のピークは 3 魚種間で

数日離れていた（図 1）． 

 

 

 

 

 

図 1．2000-2003 年における淡水魚類 3 種の採集個体数の季節的変化．◆（直線）はイトヨ太平洋

型，○（粗破線）はウグイ類，▲（細破線）はキュウリウオを示す．なお，ウグイ T. hakonensis，エゾウ

グイ T. sachalinensis，およびマルタウグイ T. brandti については，区別せずにウグイ類としてまとめ

て扱った． 

 68



考察 

 

一般に魚類の生息場所は，その役割によって逃避場所，摂餌場所，および産卵場所の 3 つに分けら

れる．魚種により規模は異なるが，その成長段階や生活史特性に応じて，生息場所間を移動する回遊行

動を行なう（Lucas & Baras 2001）．別寒辺牛川支流大別川に生息する淡水魚は，それぞれの生態特

性に応じて異なる出現パターンを示した．以下に特徴的な出現パターンを示した魚種について，その生

態特性と関連付けて論じる． 

トミヨ属淡水型およびジュズカケハゼは，調査期間を通じて数多く採集された．また，秋季には両者の

稚魚が，冬季には未成熟魚が調査地点周辺で採集されている（久米 学 未発表）．既往によると，両者

は淡水域でその一生を過ごすことが知られている（高田ほか 1984，川那部ほか 2001）．これらのことか

ら，両者は大別川の調査地点周辺に定住する優占種であり，成長から繁殖に至るまでの生活史をこの場

所でまっとうしていると推察される．一方，エゾトミヨ P. tymensis，フクドジョウ  Noemacheilus 

barbatulus toni，ヤチウグイ Phoxinus percnurus sachalinensis などは，一生を河川で過ごす陸封

魚あるいは純淡水魚であり，潮汐の影響がほとんどない流域を主な生息場所としている（高田ほか 1984， 

川那部ほか 2001）．したがって，これらの種の主な生息場所は，潮汐の影響を受ける大別川の調査定

点よりもさらに上流域場所であると考えられる（桑原 1997）．対照的にトミヨ属汽水型は，比較的塩分濃

度が高い汽水域を主な生息場所とすることから（高田ほか 1984），塩分濃度が 10 psu 以下である調査

定点よりも下流域が主要な生息地であると考えられる．したがって，本調査で採集されたこれらの魚種は，

調査定点の上流あるいは下流から迷入したものと推察される． 

イトヨ太平洋型，キュウリウオ，ウグイ，およびマルタウグイは，春に産卵のために遡上することが知られ

ている（Sakai 1995，井口ほか 1997，Kume et al. 2005）．本研究では，イトヨ太平洋型とウグイ類の産

卵遡上のピークは 5 月に認められ，既往と一致している（Sakai 1995，Kume et al. 2005）．しかしなが

ら，キュウリウオの産卵遡上のピークは 2002 年 5 月初旬にのみ確認された．キュウリウオは，本河川の河

口に位置する厚岸湾では 4 月下旬から 5 月にかけて，大量に漁獲されているにもかかわらず，5 月中旬

以降ほとんど認められない（久米 学 未発表）．これらのことから，本河川におけるキュウリウオの産卵遡

上がもっと早い時期であるのかもしれない．また，ウグイ類とアメマス Salvelinus leucomaenis は，調

査地点よりも上流の大別川中流域や別寒辺牛川中流域で繁殖が確認されていることから（久米 学 未

発表），それらは産卵遡上の際に一時的に調査地周辺を生息場所として利用しているのであろう．大別

川と別寒辺牛川の合流点付近は泥底であり，砂礫を利用するキュウリウオの産卵には適していないことか

ら（川那部ほか 2001），同様に産卵遡上の際に一時的に大別川周辺を利用すると考えられる． 

一方，イトヨ日本海型（Japan Sea form of G. aculeatus）やシラウオ Salangichthys microdon は，

大別川で少数ながら採集された．これらの魚種については，河川河口域などの比較的塩分濃度が高い

水域で産卵することが知られている（猿渡 1994，Kume et al. 2005）．事実，厚岸湖内では，両者ともに

数多く採集され（久米 2008），イトヨ日本海型の成熟・繁殖も確認されている（Kume et al. 2005）．すな

わち，本研究で採集されたイトヨ日本海型とシラウオは，本来汽水域で産卵するものの一部が遡上したも

のであると考えられる． 

イトウは河川上流部で産卵し，下流域で生育するというように発育段階に応じて，河川の上流から下流

までの広い範囲を生息場所として必要とする（川村 2005）．別寒辺牛川では，その河口域に位置する厚

 69



岸湖で稀にイトウが漁獲される（川村ほか 1983，久米 学 未発表）．本研究において大別川で採集され

たイトウは全長約 15 cm と小型個体であることから，生育のために下流域に移動した個体であると考えら

れる． 

また本研究では，2002 年にフナ属魚類 Carassius sp. が 4 個体のみではあるが採集された．著者ら

が調べた限りでは，大別川を含む別寒辺牛川水系でのフナ属魚類の採集記録はない．しかしながら，近

隣の釧路川や琵琶瀬川では採集記録が残っていることから（針生 1998，霧多布湿原トラスト 2004），本

調査で採集されたフナ属魚類は，人為的な移植ではなく，自然分布である可能性も考えられる．最近，

北海道では特異な形態を呈したフナが見つかっており（伊藤ほか 2008），本河川および周辺河川にお

けるフナ属魚類の起源については，さらなる研究が必要である． 

本研究によって，別寒辺牛川に生息する淡水魚類は，その生態特性に応じて，恒常的あるいは一時

的に大別川に出現した．それぞれの種は，定住者として，あるいは繁殖のための移動経路として，大別

川周辺の環境を利用していた．このことは，別寒辺牛川河口域から下流域にかけての水域ネットワークで

は，多様な生活史の魚類が利用できる環境が多く残されていることを示唆している．すなわち，別寒辺牛

川水系が広大な河口域を有し，その高い環境収容力を有しており，本河川における魚類群集の種多様

性を保証していると推察される．しかしながら，本研究では春季から夏季の一時期しか調査を行なってい

ないため，魚類の出現パターンの一端を明らかにしたに過ぎない．今後，年間を通じた調査によって，本

水系の魚類の出現パターンの季節変動を明らかにする必要がある．また，様々な種の生息場所利用パ

ターンを調査することによって，自然状態の湿原河川が有する魚類の生息場所としての機能を明らかに

することが可能となるであろう． 
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Abstract In the Ohbetsu River, the tributary of the Bekanbeushi River, eastern Hokkaido, 

Japan, 20 species of freshwater fishes were collected from May to July in 2000-2003. 

Freshwater type of Pungitius pungitius and Gymnogobius castaneus were collected 

throughout the study period, suggesting that sampling areas constituted major habitat for 

these species during May-July period. In contrast, anadromous fishes such as Pacific Ocean 

form of Gasterosteus aculeatus, Osmerus eperlanus mordax and Salvelinus leucomaenis, 

were thought to migrate upstream for breeding and get through the Ohbetu River during 

spawning migration. These differences in occurrence pattern of fish species in the river 

appeared to be related to various life history patterns of fishes. It is also conceivable that 

the vast estuary of the river provides diverse habitat environment, enabling many fishes 

with various life history patterns to inhabit this river. 
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